
一人一人の子どもを主語にする
学校教育の実現に向けて

～自立した学習者を育成するための教育研究所・研修センターの在り方～
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■職歴
民間企業，国立大学勤務を経て，2010年から国立教育政策研究所
初等中等教育研究部総括研究官，2020年より初等中等教育研究
部長，2023年より教育政策・評価研究部長併任。教育データサイエ
ンスセンター長特別補佐も担当。専門は教育⾏政学。現在は，GIGA
スクール構想実現に向けた調査研究，教職員等指導体制の見直しに
関する研究に従事。

■経験した委員など
文部科学省中央教育審議会「チームとしての学校・教職員の在り方
に関する作業部会」専門委員，文部科学省「質の高い教師の確保の
ための教職の魅力向上に向けた環境の在り方等に関する調査研究
会」委員，中央教育審議会「質の高い教師の確保特別部会」臨時委員

（東洋経済×ICT記事）

世界でも突出した長時間労働，｢教員の働く環境｣日本と他国の決定的差

期待される事務職員，｢共同学校事務室｣で教員や教頭らの負担は減るのか？

■近著
『カリキュラム・学校財務マネジメント－児童生徒の学びの質を高め
る学校事務職員－』学事出版，2022年，『スクールファシリティーマ
ネジメント－「学びの環境デザイナー」としての学校事務職員－』学
事出版，2022年，『学校と社会をつなぐ！－これからの人づくり・
学校づくり・地域づくり－』学事出版，2021年。

職歴

推薦書



本日の流れ

（１）教育政策の流れ
～一人一人の子どもを主語にする学校教育～

（２）自立した学習者を育成するための教職員の在り方
～学びの専門職として自律的に学ぶ教師～

（３）教育研究所・研修センター指導主事の在り方
～子供ファーストで学びの専門職を支援する

「教師教育者(teacher Educator)」～



⑴ 教育政策の流れ
～一人一人の子どもを主語にする学校教育～



中央教育審議会の構成

（出典）文部科学省「中央教育審議会の構成」（https://www.mext.go.jp/content/231213-mxt_kyoiku01-000033084_s1.pdf）に加筆。

部会長 奈須正裕（上智大学教授）

令和5年12月13日から審議開始

部会長 秋田喜代美（学習院大学文学部教授）

部会長 荒瀬克己（独立行政法人教職員支援機構理事長）

会長 荒瀬克己（独立行政法人教職員支援機構理事長）

部会長 貞広斎子（千葉大学副学長・教育学部教授）

部会長 堀田龍也（東京学芸大学教職大学院教授）
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⽂部科学省・国⽴教育政策研究所「OECD生徒の学習到達度調査PISA2022のポイント」（令和5年12⽉5⽇）







児童生徒に身に付けてほしい資質能力

学習指導要領

これからの学校には，（中略）一人一人の児童
が，自分のよさや可能性を認識するとともに，
あらゆる他者を価値のある存在として尊重し，
多様な人々と協働しながら様々な社会的変化を
乗り越え，豊かな人生を切り拓き，持続可能な
社会の創り手となることができるようにするこ
とが求められる。



（出典）里見朋香, https://www.unicef.or.jp/jcu-cms/media-contents/2023/06/7cb45c38d3b196c64fac8ff2fb357e09.pdf



（出典）文部科学省（https://www.mext.go.jp/content/20240625-mxt_soseisk02-000036677-12.pdf）



（出典）文部科学省（https://www.mext.go.jp/content/20240625-mxt_soseisk02-000036677-12.pdf）



教師のウェルビーイングについての言及

「働き方改革を通じて教師自身のウェルビーイングや教職の魅力を高めて
いくことが強く求められます。」（教育再生実行会議「ポストコロナ期におけ
る新たな学びの在り方について （第十二次提言）」，令和3年）

「子供たちのウェルビーイングを高めるためには，教師のウェルビーイング
を確保することが必要であり，学校が教師のウェルビーイングを高める場
となることが重要である。」（「教育振興基本計画」，令和5年）

「教師のウェルビーイングを支える文化の構築に向けて学校とともに取り
組むとともに，教師が本来の業務に専念出来る環境づくりを図る。これに
は，少人数学級の推進や教師が担う業務の適正化，処遇を含む働きやすい
労働条件などが，それぞれの国・地域・地方の事情に応じて含まれ得る。」
（文部科学省による仮訳）（G7 富山・金沢教育大臣会合の成果文書，令和
5年）

「教師のこれまでの働き方を見直し，長時間勤務の是正を図ることで，教
師の健康を守ることはもとより，日々の生活の質や教職人生を豊かにする
など教師のウェルビーイングを向上させることが重要である。」（中央教育
審議会「『令和の日本型学校教育』を担う質の高い教師の確保のための環
境整備に関する総合的な方策について～全ての子供たちへのよりよい教
育の実現を目指した，学びの専門職としての教師の『働きやすさ』と『働き
がい』の両立に向けて～（答申）」（令和６年）



令和６年６月２５日諮問



教育課程部会（令和5年12月13日） 議事要旨抜粋

１．秋田喜代美委員 「今後の教育課程の中で，子供の多様性等を考えましたときに，授業時数というようなことの
考え方につきましても，例えば今は学年，教科で細かく規定されているんですけれども，これをどのような形にしてい
くことが，より探求型の授業であったり，効果的な授業において可能であるのか。」

２．荒瀬克己委員 「令和3年答申の話を先ほどいたしましたが，自立した学習者ということで言うと，これも秋田先
生おっしゃいましたけれども，課題があることが見えてきたということでありますので，改めて，じゃあ，何をもって自
立した学習者を育てればいいんだろうか，どうすればできるんだろうかということの試行錯誤も重ねていくというこ
とも大事ではないかと考えるところです。」

３．貞広斎子委員 「先ほど来，自立的な学習者の有り様ということに御意見が出ていますけれども，本当に子供た
ちの自己評価どおりに自立的な学習者でなければ，ここまでの成果は上がっていなかったのではないかという懸念も
あります。つまり，自立的な学習者としての自己評価が低過ぎるのではないか。低過ぎるというのは，本来は自立的な
学習者としての能力もそこそこ持っているにもかかわらず，自立的な学習者としての実感を伴う学びを日々していな
いのではないかという解釈を私はしました。～（中略）～共通性と多様性を担保しつつ，質の保障も伴いながら，いかに
子供たちの学びを進めていくかということが大きなキーになってくると思います。特に，今まで我が国においては共
通性を前面に出した上で質保証をするという歴史を持ってきましたが，ここに多様性を担保しつつ質の保証をすると
いうことです。そうなりますと，自治体や学校現場での創意工夫というもの，どこまで創意工夫できるのか，どこまで
許すのかという問題も伴ってくると思います。」

４．堀田龍也委員 「こういう力が子供についてくると，先生が一斉に全部指示してやらせるような授業の形を，む
しろもう少し緩くして，子供たちに委ねるような形にしたほうが，子供たちも力を発揮できるし，多様性に対応した学
びができると。したがって，主体的・対話的で深い学びに近づくということが観察されています。～（中略）～実際，先般
の全国学力・学習状況調査でも，主体的・対話的で深い学びに取り組む努力をしている学校ほどICT活用の頻度が高
いし，そういう努力をしている学校ほど学力調査のスコアも高いということ，つまりICTがそのまま学力を上げるとい
うことではなく，情報活用能力が身に付いてそういう授業形態をICTを活用して実現できるということが，今日，期待
されている学力を向上させているということなんだというふうに思います。」

５.溝上慎一委員 「カリキュラム・オーバーロードにどういうふうに対応するかもありますけれども，究極的には学
校教育目標をベースに何を中核，周辺で育てるかというカリキュラム・マネジメントの話になってくるように思いま
す。」

今後の教育課程，学習指導及び学習評価等の在り方に関する有識者検討会が開催中。



（２） 自立した学習者を育成するための
教職員の在り方

～学びの専門職として自律的に学ぶ教師～



今後の改革の方向性

（１）「新たな教師の学びの姿」の実現
・子供たちの学び（授業観・学習観）とともに教師自身の学び（研修

観）を転換し，「新たな教師の学びの姿」（個別最適な学び，協働
的な学びの充実を通じた，「主体的・対話的で深い学び」）を実現。

・教職大学院のみならず，養成段階を含めた教職生活を通じた学
びにおいて，「理論と実践の往還」を実現する。

（２）多様な専門性を有する質の高い教職員集団の形成
・学校組織のレジリエンスを高めるために，教職員集団の多様性が
必要。

・教師一人一人の専門性を高めるとともに，民間企業等の勤務経
験のある教師などを取り込むことで，教職員集団の多様性を一
層向上させる。

・学校管理職のリーダーシップの下，心理的安全性の確保，教職員
の多様性を配慮したマネジメントを実施。

『令和の日本型学校教育』を担う
教師の養成・採用・研修等の在り方について

～「新たな教師の学びの姿」の実現と，多様な専門性を有する質の高い
教職員集団の構築～（令和４年１２月１９日）

（３）教職志望者の多様化や，教師のライフサイクルの変化を踏まえた育成と，安定的な確保
・多様な教職志望者へ対応するため，教職課程の柔軟性を高めることが必要。
・産休・育休取得者の増加，定年延長など，教師のライフサイクルの変化も見越し，採用や配置
等における工夫が必要。



エンパワリング・リーダーシップ

Ⅰ 自律支援

・教員たちが担当業務について自身で考え，実践しようと決めたことを尊重している。
・教員たちが教育活動上の課題を自分で見出し，その解決に取り組むことを好意的に受けとめている。
・教員たちの意見にしっかりと耳を傾けている。 
・個々の教員の長所と短所を把握している。
・教員たちが長所を活かして活躍できるよう，後押ししている。 
・学校が抱える教育課題について，教員たちとしっかり話し合っている。 
・教員たちが働きやすい職場づくりに配慮している。

Ⅱ 成長支援

・教員たちに率先して仕事に取り組むことを推奨している。 
・教員たちに学校の明るい将来像を語っている。 
・教員たちに学校経営の方針や重点課題を示し，それを実現するプロセスを明示している。
・教員たちに仕事の計画や段取りで考慮すべきことを助言している。 
・教員たちに学校教育目標の実現に向けて取り組む活動の優先順位を明示している。
・教員たちが互いに学び合える機会や場づくりを重視している。 
・教員たちに授業や指導方法の改善について積極的に助言している。
・教員たちの能力を向上するための機会やしくみをつくっている。

心理的安全性

・仕事で失敗をした教員は，他の教員たちから責められることが多い。（逆転項目…そうでない方が良好な状態） 
・教員たちは，学校で起こった問題や対応の難しい課題について，遠慮せずに提起している。 
・教員たちは，自分たちとは違う異質な考え方を受け入れようとしない。（逆転項目…そうでない方が良好な状態）
・教員たちは，自分の考えを率直に話すことができる。 
・教員同士の間で助けを求めることは難しい。（逆転項目…そうでない方が良好な状態）
・他の教員の努力を，わざと踏みにじるようなことをする教員はいない。 
・一緒に働くとき，個々の教員の力量や能力の長所は高く評価され，活用されている。 
・教員たちは，互いの意見を遠慮なくぶつけあって話しあえている。 
・教員たちは，互いに努力している点を認めあっている。 
・教員たちは，仕事がうまくいくやり方，うまくいかないやり方について，情報を積極的に共有しあっている。

（出典）三沢良・鎌田雅史「教師の組織的学びを促進する校長のエンパワリング・リーダーシップ」 『学校改善研究紀要』 2024年，60-74。

★調査

校長による教師の自律性を尊重し，成長を支援するエンパワリング・リーダーシップが教師の心理
的安全性の向上を促し，学校改善のための変革や教師間での学び合いの活性化に寄与する(ただし，
エンパワリング・リーダーシップによる直接効果も)。



・変化を前向きに受け止め，探究心を持ちつつ自律的に学ぶ教師が育っていくことを
目指すことが必要になる。

・教師の学びの内容の多様性と，自らの日々の経験や他者から学ぶといった「現場の
経験」も含む学びのスタイルの多様性を重視するということも重要である。

・個別最適な学び，協働的な学びの充実を通じて，「主体的・対話的で深い学び」を実現
することは，児童生徒の学びのみならず，教師の学びにも求められる命題である。教
師の学びの姿も，子供たちの学びの相似形である。

・主体的に学び続ける教師の姿は，児童生徒にとっても重要なロールモデルである。

・「学びに専念する時間を確保した一人一人の教師が，自らの専門職性を高めていく営
みであると自覚しながら，誇りを持って主体的に研修に打ち込むことができるという
姿」を実現することである。例えば，教師が研修の受け手となるだけではなく，校内の
ネットワークシステム等を活用して，教師自らが自身の関心事項について発信する校
内研修を行い，それを研修プラットフォームに載せるということも考えられる。

（筆者コメント） テクノロジーを活用して，一人一人の教師の学びに伴走し，校内外の専門的学習
コミュニティー構築を支援し，多様性を担保しながら質を確保することが求められている。さらに，
研究－実践の二分論を超えて，研究者と協力してより良い教育実践に関わる研究を推進する「研
究者としての教師」であることも学びの専門職としての自律性という点で重要。

「『令和の日本型学校教育』を担う教師の養成・採用・研修等の在り方について
～「新たな教師の学びの姿」の実現と，多様な専門性を有する

質の高い教職員集団の形成～（答申）」
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Flexner（1915） + + + +
Greenwood（1957） + + +
Millerson（1964） + + + + +
Wilensky（1964） + + +
Hall（1968） + + +
Freidson（1970） + + + +
Amano（1972） + + + + + +
Miner（1993） + + + +

専門職化を分析する視点

表 専門職の属性

（それぞれの社会学者が，専門職が有すべき特性として述べた項目を「+」で記した）
（出典）高田ほか（2016, 49）

専門職化＝「一つの職業が専門的職業に向かって変容していく過程」（Geoffrey Millerson）

「「『令和の日本型学校教育』を担う質の高い教師の確保のための環境整備に関する総
合的な方策について（審議のまとめ）」に関する意見募集（結果概要）」一部抜粋

・「高度専門職」という一種の褒め殺しのような論法で，給与に見合わないような専門性や特殊性を求めるよう
な考え方自体が，教師という職業の特性を考えたとしても，時代に合っていないのではないか。



中国（上海市）の授業リフレクションシステム
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（３） 教育研究所・研修センター
指導主事の在り方

～子供ファーストで学びの専門職を支援する
「教師教育者(teacher Educator)」～
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中央教育審議会「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して～全ての子供たちの可能性を引き
出す，個別最適な学びと，協働的な学びの実現～（答申）」（2021年）

「これからの時代には，日本社会に根差したウェルビーイングについて考察しつつ，教師自らが
問いを立て実践を積み重ね，振り返り，次につなげていく探究的な学びを，研修実施者及び教師
自らがデザインしていくことが必要になる。あわせて，教育委員会で実際に研修に携わる指導主
事等に対し，研修デザインに関する学び直しの機会が提供されるべきである。」

中央教育審議会「これからの学校教育を担う教員の資質能力について〜学び合い，高め合う教
員育成コミュニティの構築に向けて〜（答申）」（2015年）

「研修リーダーの養成や指導教諭の職務の明確化，指導教諭の配置を促進するための加配措置
の検討など，校内研修の実施体制を強化するとともに，教育委員会等による学校への支援を充
実させるため，指導主事の配置や指導体制を充実させるために必要な支援を講じることが必要
である。」

中央教育審議会「教職生活の全体を通じた教員の資質能力の総合的な向上方策について(答
申)」（2012年）

「教育センターや身近な施設において，カリキュラム開発や先導的な研究の実施，教員が必要と
する図書や資料等のレファレンスや提供などを行うことにより，教員の教材研究や授業研究，自
主的研修の支援などを推進するとともに，多忙化の解消など教員が研修等により自己研鑽に努
めるための環境整備が必要である。また，今後は実績のあるＮＰＯや民間企業等が主催する研修
への参加も期待される」

「近年では学校の小規模化や年齢構成の変化などによってこうした機能が弱まりつつあるとの
指摘もある。教育委員会においては，こうした校内研修等を活性化するための取組を推進すると
ともに，組織的かつ効果的な指導主事による学校訪問の在り方の研究など，学校現場の指導の
継続的な改善を支える指導行政の在り方を検討していくことが求められる。」

中教審における指導主事についての言及



教育センター指導主事のコンピテンシーモデル

研 修

①受講者の実態やニーズを把握し研修を企画することができる／②教員育成指標とのつながりを意識した研修を企画することができる／③教
職員の発達や成長についての理論に基づいて研修を実施することができる／④センターが実施する研修の全体像を見渡した上で，研修を実施
することができる／⑤最先端の理論や情報に基づいた研修を実施することができる／⑥研修において知識や情報を受講者に分かりやすく伝え
ることができる／⑦研修において受講者が充実した学びができるようコーディネートすることができる／⑧研修の目的に応じて，講義，協議，
演習，模擬授業，発表を組み合わせた研修を実施することができる／⑨研修の成果や課題を検証することができる／⑩研修の効果検証によっ
て得られた知見を次回の研修に生かすことができる

研 究

①研究倫理を正しく理解し，遵守しようとすることができる／②データや資料を適切に保管し，研究に生かすことができる／③現場の課題に即
した実践的な研究をすることができる／④都道府県・政令指定都市が直面する課題に即した実践的な研究をすることができる／⑤パンフレット，
リーフレット等の作成や研究発表会を通して，研究成果を分かりやすく伝えることができる／⑥大学等の研究機関と連携して研究を進めること
ができる／⑦長期研修生の研究指導を適切に行うことができる／⑧調査したデータを適切に分析することができる／⑨分析した結果から課題
やエビデンスを抽出することができる／⑩研修に生かすことのできる研究を行うことができる

学校訪問
支援

①学校に寄り添って学校を改善するという姿勢を持って学校訪問支援をすることができる／②学校に継続的に関与する等，中長期的な視野で
学校改善を支援することができる／③センターとしての方針を踏まえた学校訪問支援をすることができる／④学校の現状やニーズを踏まえた
学校訪問支援をすることができる／⑤学校を多角的に分析し，学校の現状や課題を把握することができる／⑥管理職・研究主任等との良好な
関係構築を行いつつ，学校訪問支援をすることができる／⑦学校訪問支援の際には，実践の改善に向けた具体的な情報を提供することができ
る／⑧学校訪問支援の際には，学校や個々の教職員が勇気づけられるよう感情面での支援を行うことができる／⑨学校訪問支援の際には，教
職員が納得する形で実践の評価（価値付け）を行うことができる／⑩学校訪問支援の際には，大学など関係機関とのネットワーク構築や連携を
促すことができる

教育相談

①児童生徒に対して教育相談に関する対応をとることができる／②保護者に対して教育相談に関する対応をとることができる／③学校に対し
て教育相談に関する指導・助言をすることができる／④学校以外の関係機関と連携をとって教育相談に関する対応をとることができる／⑤現
場の教員向けの教育相談に係る事例集や手引き，教材などを作成することができる／⑥教育相談に係る研修講座を実施することができる／⑦
特別支援教育に係る教材を作成することができる／⑧教育相談に関する基本的な知識・技能を身に付けることができる／⑨教育相談の関係機
関につなげることができる／⑩特別支援教育の関係機関につなげることができる

行政事務

①法律や規則等の事務処理上のルールを理解し，適正に事務処理することができる／②起案の仕組みを理解した上で，起案文書を作成するこ
とができる／③上司・同僚と相談しつつ仕事を進めることができる／④様々なニーズや考え方を総合し，バランスの取れた判断をすることがで
きる／⑤国・都道府県・政令指定都市の教育政策・教育施策を踏まえた上で仕事を進めることができる／⑥説明責任を意識した仕事を進めるこ
とができる／⑦本庁の方針と一貫して，仕事を進めることができる／⑧学校訪問支援の準備等の各種調整業務を適切に行うことができる／⑨
所属センターの業務目標や当面の課題を正確に理解した上で仕事を進めることができる／⑩費用対効果を意識して，事業計画を企画・立案する
ことができる

資 質

①児童生徒の成長を願って仕事に取り組むことができる／②メンタルヘルスに留意しながら仕事を進めることができる／③業務を円滑に進め
るために説得や傾聴をすることができる／④課題を持って学び続けることができる／⑤社会の動きに関しての情報を収集することができる／
⑥学校現場の実状を理解し，寄り添うことができる／⑦これからの教育の在り方に関する自分なりの考え方を持って仕事をすることができる
／⑧研究・研修を通じて教職員の成長を支援する仕事に誇りを持って，仕事に取り組むことができる／⑨学校教育の社会的使命を自覚し，仕事
をすることができる／⑩学習指導要領など担当業務についての最先端の知識を収集することができる

（出典） 国立教育政策研究所『教育長・指導主事の資質・能力向上に関する調査研究報告書』（2019）平成30（2018）年11月から12月にかけて，郵送法の質問紙調
査を実施し，当該データを用いて分析を行った。調査対象は，全国の67都道府県・政令指定都市の教育センターのうち，所長の承諾を得た64教育センターの所長
及び教育センター指導主事である。所長承諾率・回収率は95.5%（64/67）であった。また，教育センター指導主事の回収率は，68.4%（1,533/2,459）であった。



所長・指導主事が考える
指導主事の資質・能力に関する重要度評価

所長が考える指導主事の資質・能力について重要度を強く認識している内容（平均点3.8以上）
【研修】 ①「受講者の実態やニーズを把握し研修を企画することができる」 3.86

⑦「研修において受講者が充実した学びができるようコーディネートすることができる」 3.84
⑧「研修の目的に応じて，講義，協議，演習，模擬授業，発表を組み合わせた研修を実施することができる」 3.83

【研究】 ③「現場の課題に即した実践的な研究をすることができる」 3.81
【学校訪問支援】 ①「学校に寄り添って学校を改善するという姿勢を持って学校訪問支援をすることができる」 3.89
【行政事務】 ③「上司・同僚と相談しつつ仕事を進めることができる 3.88
【資質】 ①「児童生徒の成長を願って仕事に取り組むことができる」 3.92

⑩「学習指導要領など担当業務についての最先端の知識を収集することができる」 3.89
⑦「これからの教育の在り方に関する自分なりの考え方を持って仕事をすることができる」 3.88
⑧「研究・研修を通じて教職員の成長を支援する仕事に誇りを持って，仕事に取り組むことができる」 3.88
④「課題を持って学び続けることができる」 3.84
⑥「学校現場の実状を理解し，寄り添うことができる」 3.84
所長が考える指導主事の資質・能力について重要度を相対的に低く認識している内容（平均点3.4以下）

【研究】 ⑥「大学等の研究機関と連携して研究を進めることができる」 3.13
⑦「長期研修生の研究指導を適切に行うことができる」 3.36

【学校訪問支援】 ⑩「学校訪問支援の際には，大学など関係機関とのネットワーク構築や連携を促すことができる」3.00 3.00
②「学校に継続的に関与する等，中長期的な視野で学校改善を支援することができる」 3.39
⑦「特別支援教育に係る教材を作成することができる」 3.14
⑤「現場の教員向けの教育相談に係る事例集や手引き，教材などを作成することができる」 3.32

指導主事が考える指導主事の資質・能力について重要度を強く認識している内容（平均点3.8以上）
【研修】 ⑥「研修において知識や情報を受講者に分かりやすく伝えることができる」 3.87

①「受講者の実態やニーズを把握し研修を企画することができる」 3.86
⑦「研修において受講者が充実した学びができるようコーディネートすることができる」 3.81
⑧「研修の目的に応じて，講義，協議，演習，模擬授業，発表を組み合わせた研修を実施することができる」 3.81

【学校訪問支援】 ①「学校に寄り添って学校を改善するという姿勢を持って学校訪問支援をすることができる」 3.81
【行政事務】 ③「上司・同僚と相談しつつ仕事を進めることができる」 3.83
【資質】 ①「児童生徒の成長を願って仕事に取り組むことができる」 3.88

⑥「学校現場の実状を理解し，寄り添うことができる」 3.82
⑩「学習指導要領など担当業務についての最先端の知識を収集することができる」 3.82

指導主事が考える指導主事の資質・能力について重要度を相対的に低く認識している内容（平均点3.4以下）
【研究】 ⑥「大学等の研究機関と連携して研究を進めることができる」 3.31
【学校訪問支援】 ⑩「学校訪問支援の際には，大学など関係機関とのネットワーク構築や連携を促すことができる」 3.31

（出典） 国立教育政策研究所『教育長・指導主事の資質・能力向上に関する調査研究報告書』（2019）平成30（2018）年11月から12月にかけて，郵送法の質問紙調査を実施し，当該デー
タを用いて分析を行った。調査対象は，全国の67都道府県・政令指定都市の教育センターのうち，所長の承諾を得た64教育センターの所長及び教育センター指導主事である。所長承諾
率・回収率は95.5%（64/67）であった。また，教育センター指導主事の回収率は，68.4%（1,533/2,459）であった。



指導主事としての資質・能力の育成には，研究・研修を中心とした業務経験や経験学
習の遂行，センター指導主事という職務に対する責任感が特に影響している可能性が
あることがこれらの分析から明らかになった。また，弱いながらも学ぶ機会の不足，業
務上の負担感，停滞的な組織風土が負の影響を与えているため，指導主事としての資
質・能力の育成には業務負担や職場の雰囲気も考慮する必要がある。

教育研究所・センターの指導主事としての資質・能力の育成

（出典）篠原清夫・米沢崇・脇本健弘「教育センター指導主事の資質・能力と育成の特徴に関する一考察」『国立教育政策研究所紀要』第149集，2020年。
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